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平成 29年 2月 14日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ソ リ ト ン シ ス テ ム ズ  

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 鎌 田 信 夫 

（コード番号： ３０４０ 東証二部） 

 執行役員経営管理部長 三 須 貴 夫 

（TEL.： 03-5360-3801） 

 

個別の前期実績と当期実績の差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28年 2 月 15日に公表した個別の前期（平成 27年 12月期）実績と当期（平成 28年 12月

期）実績に差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 
１.前期（平成 27 年 12月期[平成 27年 4 月 1日～平成 27 年 12月 31日]）個別業績と当期（平成 28 年 12

月期[平成 28年 1月 1 日～平成 28年 12月 31 日]）個別業績の差異 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

前期実績(Ａ) 

（平成27年12月期) 

百万円 

8,959 

百万円 

528 

百万円 

△135 

百万円 

△364 

円 銭 

△38.64 

当期実績（B） 

（平成28年12月期） 

 

14,811 

 

1,418 

 

1,268 

 

882 

 

92.33 

増減額（B-Ａ） 5,851 890 1,403 1,246 － 

増減率（％） 65.3 168.5 － － － 

（ご参考） 

前期 12ヵ月換算額 

 

11,945 

 

704 

 

△180 

 

△485 

 

－ 

（注）１. 決算期変更に伴い、前期は 9 ヵ月の変則決算となっています。 

     ２. （ご参考）の前期 12 ヵ月換算は、前期の 4 月～12 月の 9 ヵ月分を単純平均し、12を掛けたも

のであります。 

 

２.個別業績の差異発生の理由 

当社は、前期に決算期の変更を行っており、前期は 9 ヵ月の変則決算となっております。なお、前期は

子会社ののれんの減損処理により経常利益と当期純利益が赤字となりましたが、当期は、当社の主力事業で

ある IT セキュリ ティ 事業の自社製品の販売とサービスの提供が、 セキュリティへの需要の高まりにより、堅

調に拡大いたしました。なかでも自治体システム強靭化に対応する PCログイン認証製品やセキュアなファ

イル受け渡しを実現する製品やサービスの売上が伸長したこと等により、個別の前期実績と当期実績に差

異が生じました。 

 

                                      以  上 


